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気象衛星データ解析・利用技術研修資料
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若尊
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口之島

吾妻山

:活火山（110火山）

:火山活動を24時間体制で監視している常時観測火山（47火山）

阿蘇山 三宅島

南西諸島

西表島北北東
海底火山

硫黄鳥島

九重山

草津白根山

雄阿寒岳

天頂山

札幌管区気象台
火山監視・情報センター

福岡管区気象台
火山監視・情報センター

仙台管区気象台
火山監視・情報センター

気象庁地震火山部
火山監視・情報センター

十勝岳

：噴火警戒レベルが運用されている火山（30火山）平成27年4月現在火山名

我が国の110活火山と47常時観測火山
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噴火警報・噴火予報は何を発表しているのか

「警戒が必要な範囲」が火口周辺に限られる 「警戒が必要な範囲」が居住地域まで及ぶ

※警戒が必要な範囲は必ずしも同心円とは限らず、

火山活動の各段階に対して火山ハザードマップに基づいて設定されています。

○噴火警報は
噴火に伴って発生し、生命に危険を及ぼす火山現象（大きな噴石、火砕流、融雪型火山泥流等）の発生

やその拡大が予想される場合に、「警戒が必要な範囲」（生命に危険を及ぼす範囲）を明示して発表。

火砕流（平成３年雲仙岳） 融雪型火山泥流（大正15年十勝岳）

火山現象の発生を確認してからの避難では間に合わない。噴火の前兆を捉えて住民等を事前に避難させる体制が必要。

噴火警報の発表、避難計画の共同策定は、主にこれら３現象を対象として実施されている。

上富良野町提供

大きな噴石（平成12年有珠山）

溶岩流（昭和61年伊豆大島）

土石流（桜島）

1986.11.19 東京都提供
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噴火警報・噴火予報の呼び方・噴火警戒レベル

注1： 住民等の主な行動と登山者・入山者への対応には、代表的なものを記載。
注2： 避難・避難準備や入山規制の対象地域は、火山ごとに火山防災協議会での共同検討を通じて地域防災計画等に定められています。ただし、火山活動の
状況によっては、具体的な対象地域はあらかじめ定められた地域とは異なることがあります。

注3： 表で記載している「火口」は、噴火が想定されている火口あるいは火口が出現しうる領域（想定火口域）を意味します。あらかじめ噴火場所（地域）を特定
できない伊豆東部火山群等では「地震活動域」を想定火口域として対応します。

○噴火警戒レベル未対象火山

○海底火山

○噴火警戒レベル対象火山

○ 噴火警戒レベルが運用されている火山

雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、有珠山、北海道駒ヶ岳、秋田焼山、岩手山、秋田駒ヶ岳、吾妻山、安達太良山、磐梯山、那須岳、草津白根

山、浅間山、新潟焼山、焼岳、御嶽山、富士山、箱根山、伊豆東部火山群、伊豆大島、三宅島、九重山、阿蘇山、雲仙岳、霧島山（新燃岳）、

霧島山（御鉢）、桜島、薩摩硫黄島、口永良部島、諏訪之瀬島
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※必要に応じ、いづれか又は
両方を発表（以下同様）

※定期的に火山活動を解説

火山活動
解説資料

噴火警報

噴火発生後の火山に関する情報

噴火速報

噴火警戒レベル１ 噴火警戒レベル２以上

航空路火
山灰情報

火山の状況に関
する解説情報

降灰予報（速報）

噴火発生

降灰予報（詳細）

降灰予報（定期）

航空路火
山灰情報

降灰予報（速報）

降灰予報（詳細）

降灰予報（定期）

噴火に関する火山観測報

火山の状況に関
する解説情報

※継続的に噴火している噴
火とは異なる規模の噴火
を確認した場合

噴火に関する火山観測報

※以降、定期的に発表

※噴火規模等を評価した上で
発表

※噴火生の事実を確認した
時点で速やかに発表

※以降、定期的に発表

噴火発生前の情報

月間火山概況

地震多発等
活動の変化

臨時の火山の状況に関する解説情報

機動観測等

火山活動解説資料

週間火山概況

レベル上げ
検討

※ 順番は固定ではありません 4
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○ 噴火警報及び噴火予報以外の解説を主とする情報

種類 概要及び発表の時期

火山の状況に関する解説情報
火山性地震や微動の回数、噴火等の状況や警戒事項について、必要に応
じて定期的または臨時に解説する情報

火山活動解説資料
地図や図表を用いて、火山活動の状況や警戒事項について、定期または
必要に応じて臨時に解説する資料

週間火山概況 過去一週間の火山活動の状況や警戒事項をとりまとめた資料

月間火山概況 前月一ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料

そのほかの火山に関する情報

○ そのほかの情報

いずれの情報も「気象庁のホームページ」に掲載されます。
URLは http://www.jma.go.jp/jma/index.html

月間火山概況発表に合せた

「火山の状況に関する解説情報」

毎月の月間火山概況の発表にあわせて、全国の活火山の噴火警報・予報
の発表状況をお知らせする情報

噴火に関する火山観測報 噴火が発生した時に、発生時刻や噴煙高度等をお知らせする情報

降灰予報（定時・速報・詳細）
と火山ガス予報

噴火の発生と対応行動の関係より、求められる発表のタイミングや内容
が異なることから、噴火後に、どこに、どれだけの量の火山灰が降るか
について、「降灰予報（定時）」「降灰予報（速報）」「降灰予報（詳
細）」の３種類の情報として発表する。

居住地域に長期間影響するような多量の火山ガスの放出がある場合に、
火山ガスの濃度が高まる可能性のある地域をお知らせする。（現在は、
三宅島のみを対象に実施。） 5
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9月28日 噴火継続9月27日 噴火 10月17日 噴火なし

（噴火は10月10日にかけて確認） 10月11日以降は火山灰は確認されず、
火口からは白色の噴煙継続

10/17 本部クローズ

御嶽山の噴火 気象庁の対応

機動班による観測継続

政府

9/28～10/17
現地災害対策本部に派遣

（火山活動解説、捜索活動支援等）

9/27～現地に機動班派遣
（ガス観測、降灰調査等）

長野県庁内

9/28～
現地での捜索活動や作業員に対して火山活動の急変や異常現象発見時に直
接危険を伝達

気象庁

9/27 12:36
火口周辺警報発表
（噴火警戒レベル1→3に引
上げ）火口から4kmで大き
な噴石に警戒。

9/28 19:30
火口周辺警報発表
（噴火警戒レベル３切替）
火砕流にも警戒。

職
員
派
遣

情
報
発
表

火
山
噴
火

予
知
連
絡
会

▲9/27 11:52 噴火

9/28 現地災

害対策本部

9/27 関係省庁
災害対策会議

9/28 政府調査団派遣
非常災害対策本部設置

10/10
政府調査団派遣

評
価

9/28～10/24
・解説資料：毎日発表 ・降灰予報：9日まで6時間毎発表
・解説情報：３時間毎発表

10/25～
・解説資料：２回／週 （月、金）
・解説情報：２回／日 （８時、１６時）

9/27
解説情報、降灰予報
等 随時発表

9/28 拡大幹事会

観
測

9/28～ ヘリによる上空か
らの観測に派遣（計８回）

評
価

10/23 予知連絡会

観
測
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現地災害対策本部等で提供した資料など

○ 火山の状況に関する解説情報
活動の状況がわかる図表等

○ 火山活動解説資料
噴火警報の補完情報

○ 災害時気象支援資料
被災地市町村での天気予報等
上空の風向風速等
（05時、11時、17時）
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火山登山者向け情報提供ページの公開（気象庁HP）

8http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/activity_info/map_0.html
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【観測体制の強化】
①水蒸気噴火の兆候をより早期に把握するための、火
口付近への観測施設の増強等
②御嶽山の火山活動の推移を把握するための観測強化
③常時監視が必要な火山の追加（八甲田山、十和田、弥陀ヶ
原）

【評価体制の強化】
①気象庁の監視・評価体制の改善と強化
・火山研究者や専門家の火山活動評価への参画
・火山専門家の指導による気象庁職員の人材育成
・地元関係者とのネットワークの構築、機動観測の実施による現地
の状況の把握、火山の地元大学等の研究者との意⾒交換の実施

②技術開発の推進と新たな観測技術の導入
・水蒸気噴火の兆候をより早期に把握するための技術開発
・監視担当者が効率的に総合的な監視を⾏える⼿法の開発
・衛星による監視等リモートセンシング技術の利活⽤
③調査研究の着実な推進
・⽕⼭現象を理解するための多様な学術分野の協働による研究の着
実な推進
・⾏政機関と⼤学･研究機関の協⼒による応用研究の推進
④調査・研究体制の強化
・大学、研究機関等における火山噴火予知研究の推進を通じた人材
の育成
・⾏政機関における⽕⼭学の知識を有する⼈材の積極的な活⽤
・関係機関間における多種目の観測データのより円滑な流通の検討
・

【わかりやすい情報提供】
・噴火警報の発表基準の公表
・火山活動の変化を観測した段階での情報提供
→ 臨時の発表であることを明記し、わかりやすい表現による
「火山の状況に関する解説情報」を発表

・噴火発生の事実を伝える「噴火速報」の発表
・噴火警戒レベル１におけるキーワードの⾒直し
→「平常」から 「活⽕⼭であることに留意」へ

＊火山防災対策推進ワーキンググループと連携して検討
・現地における情報収集、臨時の機動観測の適切な実施
・日々の観測データをわかりやすく公表（気象庁ホームペー
ジ）

【情報伝達手段の強化】
・関係機関と連携した伝達手段の多様化
→地元自治体等と連携した現地での情報伝達体制の強化
→登山者等に向けた火山情報の携帯端末への伝達

１．火山活動の観測・評価体制の強化１．火山活動の観測・評価体制の強化 ２．情報発信の強化２．情報発信の強化

・火山防災協議会における定期的な火山活動状況の情報共有、
山小屋の駐在者、登山ガイド等との平素からの情報共有
・火山防災協議会、地元の火山関係者等と連携した登山者等
に対する周知啓発
・「火山防災対応手順」の作成と共有
→火山毎に噴火に至る火山活動を予め想定し、気象庁の情
報発表等の対応を明確化
→これに応じた地元防災対応を、火山防災協議会において
「火山防災対応手順」として整理し、共有

３．関係機関との連携強化３．関係機関との連携強化

火山観測体制等に関する検討会 火山情報の提供に関する検討会

検討会の最終報告の主なポイント
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噴火速報（イメージ）

火山名 ○○山 噴火速報
平成△△年△△月△△日△△時△△分 気象庁地震火山部発表
＊＊（見出し）＊＊
＜○○山で噴火が発生＞

＊＊（本 文）＊＊
○○山で、平成△△年△△月△△日△△時△△分頃、噴火が発生しました。

 登山中の方や周辺住民に火山が噴火したことを端的にいち早く伝える情報
 ８月上旬をめどに運用を開始する予定

普及啓発用リーフレット
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